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１．はじめに－研究の目的と背景
















年 月～ 月、調査員が対象施設に出向き、後述のインタビュー項目に従って、約 時間～ 時間2013 6 10 1 1
半の半構造化面接を行った。分析には、大谷が開発した手法「 」のSCAT (steps for coding and theorization)
枠組みを使用してコード抽出を行った。
（３）インタビュー項目
調査にあたって、インタビュー項目を設定した。① 対象施設における四大新卒採用者の特徴 ② 応募
者に大学で学んできてほしいこと ③ 対象施設における「社会福祉士」資格の評価 ④ ソーシャルワ
ーク現場実習について考えること ⑤ 対象施設における「権利擁護」のあり方 ⑥ 「権利擁護」の担い




福祉系大学生の進路としての児童養護施設のニーズ・意識研究－北海道内の施設へのインタビュー調査から－( )名寄市立大学 道北地域研究所 年報 第32号 2014
１*責任著者








その違いであるが 「専攻が異なることによって切り口が違ってくるという利点」 「教養的な部分、、 、(B)
常識的な幅広い知識。短絡的でない子どもとの関わり方」 「福祉の専門的な知識や技術」 というプ(D) (E)、












採用にあたっては 「欠員補充として」が多い ・ ・ 。四大卒者の資質を評価する施設ではできれば、 (B D E)
四大卒を採りたいと言うが、幹部候補として勤続年数の長い傾向の男子を希望したいという本音もあった
・ 。(D G)
その他、採用で考慮する要素として任用資格、受験資格も含めた「有資格者優先」 ・ 「現職員の年(A B)、
齢層」 「職員の性別のバランス」 ・ が挙げられた。(A) (B D)、
一方、応募者が少ないことから働く意思の強い人を優先するという施設もある ・ 。(C E)
表1 調査対象設・回答者の属性
32 (2014)名寄市立大学 道北地域研究所 年報 第 号
Ａ施設 Ｂ施設 Ｃ施設 Ｄ施設 Ｅ施設 Ｆ施設 Ｇ施設
開設年 1945年 1953年 1930年 1952年 1973年 1959年 1956年
所在地人口
(千人) 1,919 1,919 60 349 91 1,919 3
入所定員(人) 60 48 80 70 40 100 86
社会福祉士
数(人) 6 2 3 4 0 5 2
ＳＷ現場実














そのような採用状況の中では、いまや「新規採用者に即戦力を求めるのは無理である」という ・ 。(F G)
【即戦力は期待できない】
結局 「ある程度学校でやってきてるはずでしょ」っていう前提でやっていくともたないんですね。今は、






「年齢相応の成熟度」 「強さと柔軟性」 「職場内でジェネレーションギャップがあることをふまえ(A) (C)
た個の自立 まじめさ・正直さ 忍耐力 コミュニケーション力 ・ 判断力 自」 「 」 「 」 「 」 「 」 「(C) (E) (E) (E F) (F)








(C E)「挨拶ができること 「一般常識 「礼義作法」 ・」 」
③ 専門性に関して



















































まず、社会福祉士の有資格者の待遇であるが、給与面で「１号俸上がる」という施設 「月 円の(A) 2500、
資格手当がつく」 「月１万円の資格手当」をつけ「人事考課に反映させている」という施設 があっ(D) (G)、
た。
職員が社会福祉士の有資格者であることの意義を積極的に肯定する回答としては 「他機関との連携の際、
に相手の見方が変わる」 「専門性の最低限の知識の担保として価値あり」 「里親支援等の新規事業(A) (B)、 、
の相談員の任用資格に含まれていることから有用」 ・ ・ 「 通過施設』である児童養護施設にとって(B D E)、『
地域、家庭等と『つなぐ』ソーシャルワークが必要であるが、それにとどまらずケアワークにおける『ソ
ーシャル』のセンスは必要と思う」 というものがあった。(B)





















、 「 」 。思ったら楽しい生活をするよう工夫して提供していけば たぶんその子に 入れる のかと思いますね(Ａ)
－ －28





やり子どもに合わせちゃだめなんですよ こういうグループが好き って言ったら 好きでもないのに 好。「 」 、 「
き」って言ったらそこでやめちゃう 「知らないから教えて」のほうがいいんですよ 「こんなことも知らな。 。
いの」って言われますけど、そしたら次はまた近寄ってくるんですよ(Ｂ)。
【指導をしなければならないという誤解】













設があった ・ ・ 。それもあって、結局「保育士実習の 週間延長版のようなかたちで実施せざるを得(A F G) 2
ない」という 。また 「力を入れて指導をしても、結局児童養護施設への就職に結びつかない実習になっ(G) 、














































「権利擁護」を保障するための仕組みとして 「権利擁護委員会」 「日常の生活の中での信頼関係の、 、(A)
－ －30
32 (2014)名寄市立大学 道北地域研究所 年報 第 号
構築」 「子どもの権利ノートの読み合わせ」 ・ 「意見箱」 ・ ・ 「当事者評価」 「施設内(A) (E G) (B E G) (B)、 、 、 、
」 、「 」 、「 」 、「 」 、掲示 ケースカンファレンスの充実 アンケート ・ 自治会での意見・要望の聴取 ・(C) (E) (E G) (E G)


















識は十分のはずなのでプラスアルファ」 ・ ・ 「大学に備わっている『知』の財産を自発的、積極的に(B C D)
活用するように」 「問題意識を持ち、関心を拡げることを奨めてほしい」 「実習時や入職時に『ギャ(F) (F)
ップ』を感じないように現場を見せて、また児童養護施設の『生』の声を学生に聞かせてほしい」 ・ 。(B G)
４．考察
四年制大学を出た入職者について、調査対象施設では他の学歴の者との違いを感じているが、それは決し



























、「 」 、「 」、「 」、れを護るにあたっては 目に見えるツール が必要であると考えられ 権利擁護委員会 アンケート
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